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「とっさの判断」 
空気が乾燥し、これまで以上に火の扱いに気を付けなければならない季節になりました。学校では１１月２５日（月）に火

災想定の避難訓練をしました。避難訓練は、子どもたちが自分の命を守るためにどのように避難にすればよいか、教職員

は子どもたちの命を守るためにどのように指示や誘導をしたらよいか、とっさの判断力を身に付けることが重要です。 

今回の訓練では実際の火災発生状況に近づけるために、出火場所を事前に知らせず、訓練開始と同時に校長から出

火場所が初めて伝えられる形にしました。そのため、事前指導の中で「もし、○○から出火したら・・・」「もし、△△から出火

したら…」と様々なパターンを子どもたちと考えた学年もありました。 

また、避難の途中で 6 年生の児童 1 名が足を捻挫して動けなくなったという設定も取り入れました。担任と一緒にどう

動いたら、みんなが助かるのかを考えながら訓練しました。今後も想定を工夫しながら、一人一人の判断力を高めていき

たいと思います。 

 

○受賞おめでとうございます！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

「原子力災害発生時の対応について」 
女川原子力発電所２号機が１１月１５日に再稼働し、発電を再開しました。東北電力様のホームページには「安全対策

に終わりはない」、「原子力発電所のさらなる安全性の向上にむけた取組を着実に進めていく」と示されており、電力の安

定供給のために、安全対策に万全を期していただいております。 

しかし、「もしも、原子力事故が発生してしまったら」と万が一の事態を想定し、対応を考えていくことが必要です。事故

が起きた場合、原子力発電所の状況や、放射性物質の放出の有無、地域の空間放射線量の測定結果によって、国、県、市

が屋内退避や避難などが必要か判断することになっています。 

湊小学校は UPZ圏内（発電所から概ね５～３０㎞）に入り、石巻市教育委員会の指示を受けて行動します。在校時に原

子力事故が発生した場合の対応は下記の表のとおりです。 

引渡しや屋内避難についての連絡は、「まちこみメール」でお知らせします。しかし、非常時にはメールを送信できない可

能性がありますので御家庭においても石巻市の防災無線や防災メール等で情報を収集していただき、災害の状況によっ

て行動していただくようお願いいたします。 

 

「在校時の対応は？」 

原子力災害の状況（石巻市教育委員会⇒学校） 児童の引渡し・避難状況（ 学校⇒保護者 ） 

１  警戒事態（AL） 

※ 事故後、放射性物質が発電所の外に出てい 

ない場合 

まちこみメールで連絡し、引渡しを行います。引き渡し後は

各御家庭の責任のもと、屋内退避の準備を行い、情報を収集

し状況に応じて避難してください。 

ただし、津波注意報や大津波警報発表中は、引渡しを行い

ません。保護者の皆様も安全な場所に避難してください。 

 

学 校 安 全 便 り第９号 担当：佐藤（孝）
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火災予防スローガンコンクール 「石巻地区危険物安全協会長賞」 

      火 遊 び し た ら  み ん な も き け ん  い し の ま き 

３年１組 及川 日花梨 さん 



２ 全面緊急事態（GE）  放射性物質放出前 

※ 事故後、発電所から放射性物質が外に出 

る危険性が高まり、放射性物質が湊地区を 

通過する可能性が出てきた場合 

被ばくの危険性があるため、校舎内に屋内退避を行いま

す。石巻市より指示があるまで引渡しは行いません。 

避難状況は、まちこみメールでお知らせします。 

 

 

３ 全面緊急事態（GE）  放射性物質放出後 

 

※ 事故後、発電所から放射性物質が外に出 

てしまった場合 

 被ばくを避けるため、校舎内で屋内退避を継続します。石巻

市より指示があるまで引渡しは行いません。避難状況は、まち

こみメールでお知らせします。 

国や県が空間放射線量を測定し、測定値が高い場合は避

難や一時移転が必要になりますので、石巻市の指示に従って

行動します。 

   

  「どこに避難すればいいの？」  
  湊地区の空間放射線量の測定値が高く、他の地域へ避難が必要になった場合は石巻市の指示により、下記の流れで

避難を実施します。ただし、バス避難の集合場所や大崎市の避難所は行政区によって違いますので、下記の石巻市防災

ポータル「原子力災害時における石巻市広域避難計画（概要版）」のホームページで必ず御確認ください。 

    

① 自宅から自家用車で避難（自家用車で避難できない場合はバスで避難） 

   ↓ 

② 涌谷スタジアム（車の簡易除染を行う。） 

   ↓ 

③ 大崎合同庁舎（避難所に移動するための受付、避難所の案内） 

↓ 

④ 各避難所（大崎合同庁舎で案内された避難所に避難） 

「ここで確認できます！」…バス避難の集合場所や大崎市の避難場所 

石巻市防災ポータル「原子力災害時における石巻市広域避難計画（概要版）」のホームページ

がありますので下記の URL または右の QRコードより御確認ください。 

  https://www.city.ishinomaki.lg.jp/bousai/040/0009/21_minatokaduma.pdf 

 

 
大崎市の避難場所 

バス避難の集合場所 

https://www.city.ishinomaki.lg.jp/bousai/040/0009/21_minatokaduma.pdf

